
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 地域の防災・防犯力の強化 

現状・課題 

○ 地域の共助による防災活動の推進の観点を踏まえ、平成 26 年度から自主防災

組織等が行う自発的な防災活動に関する「地区防災計画制度」がスタート。 

○ 地域の担い手不足や担い手の固定化・高齢化が課題となっている。そのため、

将来の地域防災を担う人材を育成することが必要である。 

○ 北区では共同住宅が多く、災害時におけるマンション等共同住宅が抱える課題

に的確に対応するための備えが必要である。 

○ 避難所等において、新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応が必要である。 

○ 地域の実情に応じた防犯カメラの効果的な設置が必要である。 

取 組 の 

内  容 

○ 地区防災計画策定に向け、各校区自主防災組織を地域の実情に応じ支援する。 

○ 自主防災組織が、自助・共助の考えに基づき活動し、発災時に役立つ実践的な

防災訓練のメニューを提案するとともに、防災資機材等の整備を支援することに

より、地域防災拠点の機能強化を図る。 

○ 中学生を中心としたジュニア防災リーダー育成事業を推進する。 

○ マンション等共同住宅における災害時の備えや避難生活に焦点を当てた講座を

開催し、「自助」「共助」の重要性の認識を高める。 

○ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練等を開催する。 

○ 戦略的防犯カメラの設置を計画的に進める。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ 地域防災拠点の機能強化促進事業(防災資機材等備品の整備を支援) 

□ ジュニア防災リーダー育成事業 

□ 地区防災計画策定に向けたワークショップ 

中期 

（～11 月） 

□ 新型コロナウイルス感染症対策をふまえた避難所開設訓練 

□ マンション防災講座 

□ 地区防災計画策定に向けたワークショップ 

後期 

（～3 月） 

□ 戦略的防犯カメラの設置 

□ ジュニア防災リーダー育成事業 

□ 地区防災計画の策定 

次年度 

以降 

・地区防災計画の策定に向けて自主防災組織の支援を積極的に行う。 

・中学生を中心にジュニア防災リーダーの育成を図る。 

・マンション防災に関する各種講座を実施し、マンション防災の普及に努める。 

・戦略的防犯カメラの設置を計画的に推進する。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ 地域防災拠点機能強化促進事業 実施（4 月～） 

□ 地区防災計画策定に向けたワークショップ 実施（4 月～） 

中期 

（～11 月） 

□ ジュニア防災リーダー育成事業 実施（10 月・11 月） 

□ 戦略的防犯カメラの設置完了 

後期 

（～3 月） 
□ 地区防災計画素案の策定（2 校区） 
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該当する 

施策 
5－（1）自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 
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